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Ⅰ　研究の目的と方法
１．問題の所在
　近年，予測困難な時代，第４年次産業革命の時代等と
いわれ，世界の常識が変わりつつある。このように変化
が激しい時代をしなやかに生き，社会の形成者としての
子どもを育てることが教育の大きな役割である。
　第３次教育振興基本計画（平成３０年６月１５日閣議決
定）には，２０３０年以降の社会像の展望を踏まえた個人
と社会の目指すべき姿と教育の役割が示されている。特
に「個人においては，『自立した人間として，主体的に判
断し，多様な人々と協働しながら新たな価値を創造する
人材を育成していくこと』が重要である。変化に適応す
るのみならず，自らが自立して主体的に社会に関わり，
人間ならではの新たな価値を創造し，将来を創り出すこ
とができるようになるべきであり，そのためには，予測
不能な状況の中で問題の核心を把握し，自ら問いを立て
てその解決を目指し，多様な人々と協働しながら，様々
な資源を組み合わせて解決に導いていく力が重要とな
る」１）とされる。
　同基本計画では，今後の教育政策に関する基本的な方
針として，確かな学力，豊かな心，健やかな体の育成等
について，「複雑で予測困難な社会であるからこそ，変化
を前向きに受け止め，社会や人生，生活を，人間ならで
はの感性を働かせてより豊かなものにすることや，複雑
化・多様化した現代社会の課題に対して，主体的な学び
や多様な人々との協働を通じ，その課題解決につながる
新たな価値観や行動を生み出すこと等が求められてい
る」と示されている。このことから，現代社会を生きる
子どもたちに必要な教育のキーワードとして「問題解決」
「協働」「豊かな感性」「新たな価値観」が挙げられる。
　小学校音楽科では平成２９年告示の新学習指導要領に
おいて，「音楽的な見方・考え方」を働かせ，生活や社会
の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を育成するこ
とが目標に掲げられた。「音楽的な見方・考え方」とは
「音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽の形づ
くっている要素とその働きの視点で捉え，自己のイメー
ジや感情，生活や文化などと関連づけること」２）とされ
る。音楽科授業における「音楽的な見方・考え方」の獲
得は，子どもたち一人ひとりの感性の発揮を促し，「新たな
価値感」を獲得させる具体的な方法ということができる。
　西園（２０１７）によると，芸術の認識方法は「感性的認
識」といわれる３）。自然には２つの次元があり，１つは物
事を抽象化・概念化し物事を事物間の関係でとらえる量
の次元，もう１つは音色・色彩・香り等，感性によって
しかとらえられない質の次元であるという。人間はこの
２つの認識によって世界を認識し，２つの認識が支え合
うことで物事の認識を十全にしているとされる。芸術教
育の一つである音楽科では子どもの「感性的認識」を働
かせるよう，授業を構成していくことで子どもの「豊か
な感性」を発揮させながら認識を深め，さらに育成して
くことができると考えられる。
　一方，音楽科における「問題解決」とは，子どもが音
を媒体として表現をする時の探究過程として捉えられ，
その過程で「音楽的思考」が働くとされる４）。この背景
には子ども一人ひとりを，音楽を生み出す主体ととらえ，
各自の内的世界を生かした音楽科授業が必要だと考える
ようになった授業観の転換があるという。　音楽的思考
に関する音楽科教育研究に児童の音楽づくり活動を分析
した小島（１９８４）５），日本の音楽教育における「音楽的
思考」の経緯を追った兼平（２００９）６）がある。小島は音
楽づくりで子どもの内部に働く思考を音楽的思考と呼び，
それを児童の音楽づくり活動過程から分析している。兼
平によると音楽科授業における思考が「音楽的思考」と
呼ばれるようになったのはアメリカのMMCP７）の
“musical thinking”がきっかけとされ，音楽を「つくる」活
動によるアプローチは子どもの内的思考をみるところか
ら考えられたものとされる。
　音楽教育実践学事典によると，「音楽的思考」とは音や
音楽について知覚・感受８）したことを基盤として，自分
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の表現したいイメージに合うように，根拠をもって音や
言葉等を選択したり組み合わせたりして演奏表現や作品
（批評文を含む）をつくるという一連の過程に働く思
考９）とされる。音楽的思考に着目した単元構成に「生成
の原理」１０）に基づく［経験―分析―再経験―評価］があ
る１１）。近年の「生成の原理」に基づく単元による授業デ
ザインに取り組んだ実践事例の一つに京都府小学校教育
研究会音楽科研究大会，城陽市立久世小学校のもの１２）が
ある。この「生成の原理」は，「自ら学び考える力」を育
てるために有効で，音楽専科ではない学級担任でも学力
を育てる理論的基盤をもつ授業ができるといわれる。久
世小学校の取り組みでは，特に分析の場面で，①全ての
子どもが知覚・感受できる内容とする，②１５分程度と
し，音楽活動量を確保する，③分析で得た知覚・感受を
基に思考を深められるようにする，④教材の特徴をふま
え，指導内容を焦点化し，何を学んだのかを実感できる
授業にすることという４点が明らかにされている。
　以上より，「生成の原理」にもとづく音楽科授業，特に
音楽づくり授業を対象とし，音楽的思考，知覚・感受の
変容に着目して研究を進めることとした。
２．研究の目的と方法
　本研究の目的は知覚・感受の変容に着目して，音楽づ
くり授業における児童の音楽的思考の過程を明らかにす
ることである。　
　研究の方法は実践的方法をとる。まず，学習指導要領
における音楽づくりの位置づけを調べる。次に音楽づく
り授業の特徴について，「生成の原理」にもとづいて整理
する。そして，小学校４年生対象，都節音階１３）を使った
旋律づくり活動を教材とした音楽づくり授業を構想，実
践し，知覚・感受の変容を視点に分析する。最後に，音
楽的思考と知覚・感受の変容との関係について考察する。
Ⅱ　学習指導要領における音楽づくりの位置づけ
１．学習指導要領からみる音楽づくり分野の変遷
　戦後，昭和２２年に示された第１次学習指導要領から，
音楽づくり（創作）分野が学校音楽教育の表現領域の１
つの分野として位置づけられている。音楽づくり（創作）
についての目標，各学年の内容，記譜について明らかに
なったことを述べる１４）。
　目標について，第４次（昭和４３年告示）までは，創
作についての目標が示され，創作の技能を養うことが目
標とされていた。第５（昭和５２年告示）〜８次（平成
２０年告示）は，分野ごとではなく音楽科教育全体の目
標が示され，「豊かな情操を養う」ための各活動（音楽づ
くりを含む）があることが分かる。第９次（平成２９年
告示）は，３つの資質・能力が示され，つけたい力が明
確になった。
　各学年の内容について，どの学習指導要領においても，
音楽づくりの内容が段階的に発展するように示されてい
る。第５次（昭和５２年告示）までは，即興的な表現に
ついてのみの内容であったが，第６次（平成元年告示）
からは，音楽の仕組みを生かしてつくる内容と，即興的
な表現の内容が示されている。第８次からは，表現と鑑
賞の活動の支えとなる指導内容として〔共通事項〕と，
創作指導の充実が示されている。
　以上の資料でみる学習指導要領の変遷から，人間形成
の精神のもと，音楽科教育の重点が技能や楽典的な内容
から音楽的思考の育成へと推移していることが分かる。
２．学習指導要領「音楽づくり分野」における「音楽的
思考」に関する記載内容について
　学習指導要領「音楽づくり分野」における「音楽的思
考」に関する記述より，次のようなことが分かった。
　第５次（昭和５２年告示）までは，音楽的思考に関す
る記述はなかった。第６（平成元年告示）・７次（平成
１０年告示）は，音楽的思考について明記はない。しか
し，高学年では「自由な発想を生かす」「個性的な発想を
生かした」と示され，子ども一人ひとりの音楽的な思考
力育成への芽生えが読み取れる。
　第８次（平成２０年告示）では，「思いや意図をもって
つくる」こと，イメージや思いの根拠となる〔共通事項〕
が示されたこと，言語活動の充実について示されており，
音楽的思考力の育成を重視する内容となっていると解釈
される。第９次（平成２９年告示）では，「思考力・判断
力・表現力等」の資質・能力，〔共通事項〕の明示や，
「音楽的な見方・考え方」を働かせること，「思考，判断
し，表現する一連の過程を大切にした学習の充実を図る
こと」が示され，さらに音楽的思考の育成を重視してい
ることが分かる。
　このような学習指導要領の変遷から，実践において次
の２点が喫緊の課題であると考える。第１に，指導内容
に応じた，資質・能力を明確にもつこと，第２に，思考
し，判断し，表現する一連の過程を大切にした学習の具
現化することである。
Ⅲ　「生成の原理」に基づく音楽づくり授業の特徴
　ここでは，生成の原理に基づく音楽づくり授業の単元
構成の特徴について整理する。［経験－分析－再経験－評
価］の基本は，［経験－経験の反省］のサイクルである１５）。
この［経験－経験の反省］の連続によって自分の経験を
再構成してくという考え方に立つとされる。
　［経験］は，外的世界と相互作用する経験の場面とされ
る。音楽づくりの場合は，音楽づくりのもとになるよう
－９３－
音楽づくり授業における児童の音楽的思考の過程　－－知覚・感受の変容に着目して－－
な遊びや誰でも音楽をつくって楽しめるような活動にす
ることが考えられる。これまでの生活経験を生かして，
子どもの注意が指導内容である特定の音楽要素に向くよ
うにする。
　［分析］は，経験したことの音楽的意味を説き明かす知
覚・感受の場面であるとされる。音楽づくりの場合，例
えば，音楽をつくる手がかりとなる要素の特徴を捉えら
れるよう，比較聴取の場面を設定し，子どもの知覚を焦
点化させる。この際，知覚・感受したことについて，ク
ラスで共有するという社会的状況において，子どもは，
知覚・感受を深め広げることができる。
　［再経験］は，知覚・感受したことをもとに［経験］を
発展させる場面とされる。音楽づくりでは，［分析］で意
識化された音楽の構成要素の特質を生かし，イメージを
もとに音楽をつくりかえていく活動が考えられる。
　［評価］とは，［再経験］の振り返りの場面である。こ
の振り返りは，［再経験］の振り返りと「単元」全体の振
り返りの二重の意味がある。音楽づくりでいうと，つくっ
た作品を発表したり，［分析］とは異なる音楽を比較聴取
したりするような活動が考えられる。
　以上より，生成の原理にもとづく音楽づくり授業とは，
現段階の技能や生活経験を生かしつつ，子ども自身のイ
メージを作品と共に発展させていく特徴をもつといえる。
Ⅳ　授業の概要と実施
１．教材と指導内容の設定
　今回教材とするのは都節音階の構成音を使った旋律づ
くりの活動である。都節音階は，日本古謡として昔から
歌い継がれてきた「さくらさくら」の音階であり，日本
らしい味わいを感じる音階である。日本の音階や旋律に
興味・関心をもたせ，日本の伝統音楽のよさや面白さを
味わわせたい。また，都節音階の特徴を感じ取りながら
旋律をつくる活動を通して，日本の伝統的な音楽への興
味・関心を高めたい。
　旋律とは学習指導要領において，音の連続的な高低の
変化がリズムと組み合わされ，あるまとまった表現を生
み出しているものとされる１６）。旋律についての学習では，
上行，下降，山型，谷型，一つの音にとどまるなどの音
の動き方や，順次進行，跳躍進行などの音の連なり方を
扱うことが考えられるという１７）。そこで今回は，１つの
音にとどまる旋律と，上行し，緩やかに下降する旋律と
を比較聴取することで，旋律の音の動き方を知覚・感受
させることができると考える。
２．授業の実施
　分析対象の授業は２０１９年５・６月，全４時間，T市
内A小学校４年B・C・D組（男子４７名，女子４３名，
全９０名）を対象に分析者が実践したものである。
［研究実践の概要］
〔共通事項〕都節音階による旋律
〔指導事項〕旋律づくり（音楽づくり）ア形・イ形・ウ形
・単元名：「さくらさくら」の音階から音楽をつくろう
・対象学年：小学４年生
・教材：旋律づくりの活動
・単元目標，評価規準
〈知識・技能〉
　○旋律の音の動き方について理解し，イメージが伝わ
るように旋律づくりができる。
〈思考・判断・表現〉
　○都節音階の旋律の音の動き方を知覚し，そこから生
み出される特質を知覚・感受する。
　○都節音階の旋律の音の動き方を意識して，イメージ
が伝わるように表現を工夫する。
〈主体的に取り組む態度〉
　○旋律の音の動き方に関心をもち，意欲的に旋律づく
りをする。
３．授業展開
　まず指導計画のステップの［経験］では，「さくら　さ
くら」の音階（ミファラシドの音）を使って，下に示し
たリズムで即興的に旋律をつくる活動を行い，都節音階
の音楽の特徴について捉えさせた。この際，「ミファラシ
ド」のみに音板を抜いたグロッケンで１人に１台ずつ準
備し，音を鳴らして，音を選びながら旋律づくりができ
るようにした。そして，ペアの旋律をつなげて４小節の
旋律にし，イメージを問い，話し合う場面をつくった。
つくった旋律について豊かなイメージをもったペアを紹
介し，学級全体がさらに具体的なイメージを想起できる
ような場を設定した。
　［分析］では，旋律の音の動き方について比較聴取を行
い，イメージを表現する手がかりを得る場面とした。比
較聴取とは，２つの音楽表現を提示し，聴き比べること
表１　指導計画１８）
時学　習　活　動ステップ
第１時
第２時
第３時
第４時
「さくら　さくら」の音階を使って，
２小節の旋律づくりをする。
ペアの旋律をつなげて，イメージをふ
くらませる。
経　験
旋律の音の動き方を知覚・感受し，イ
メージを表現する手がかりを得る。
分　析
旋律の音の動き方を意識して，イメー
ジが伝わるように４小節の旋律づくり
をする。
再経験
つくった旋律を発表し，旋律づくりに
ついてのアセスメントシートに答える。
評　価
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によって，その表現と，その質感の違いを知覚・感受さ
せるための手立てである。旋律の音の動き方に注目でき
るよう，同じ音が続く旋律Aと，上行し緩やかに下降す
る旋律Bとを比較して提示した。比較聴取では，以下の
３つに留意して支援した。①A・Bの２つの旋律を続け
て聴かせること，②知覚・感受したことを言語化させ，
その都度聴いて確かめること，③旋律の音高表を指でな
ぞりながら聴かせ，知覚の視覚的な支援を行った。
　［再経験］では，旋律の音の動き方の特質を生かして，
ペアでイメージしたことを表現するために音楽づくりを
工夫させる活動を行った。イメージに合うように旋律の
音の動き方を必要に応じて旋律を変えていく中で，イ
メージに合うように旋律の音の動き方を工夫しているペ
アの作品を紹介し，他のペアの演奏を聴いて，生かすこ
とができるようにした。さらに，音のつなぎ方，終わり
方，強弱や速度等を工夫したりしているペアを取り上げ，
交流させ，取り上げたペアの作品を参考にして，自分た
ちのイメージに合うようにどんな工夫をしたらよいかを
考え，表現を工夫する時間をさらにとる。　
　［評価］では，つくった旋律を発表し，旋律づくりにつ
いてのアセスメントに答える活動を行った。発表では，
イメージと工夫したところを説明してから発表するよう
にし，発表の後には，その工夫や効果について発言を促
した。最後にアセスメントとして２つの旋律提示し，聴
き比べさせた。
４．分析の視点
　分析では「音楽的思考」の定義をふまえ，［経験―分析
―再経験―評価］の枠組みの中で知覚・感受がどのよう
に変容するかを視点としてみていくこととする。
Ⅴ　授業の分析
　ここではⅢ章で先述した分析の視点に従って授業を分
析する。分析対象は，［経験］［分析］［評価］はC組の
学級全体とし，［再経験］は，D組Eペアを抽出し，ワー
クシートの作品を取り上げた。理由は知覚・感受の変容
が読み取りやすかったためである。
１．［経験］
　［経験］おいて，都節の音階を使って旋律づくりをする
活動を行った。だれもが楽しみながら，その活動内容に
浸ることができるよう，①使う音を「ミ・ファ・ラ・シ・
ド・（ミ）」の５音のみ（１オクターブ）の範囲とする，
②１人１台のミニグロッケンを使用，音板を「ミ・ファ・
ラ・シ・ド・ミ」の音だけに限定したものを使用，③リ
ズムは， と提示した。この①②③の支援
により，全ての子どもたちがすぐに都節音階の旋律をつ
くることができた。
　さらに，つくった旋律のなかから，お気に入りのもの
を，全員の旋律をリレーしてつないだ。授業の始めには，
音楽をつくることに不安を覚えていると答える子どもも
多かったが，短い時間で全員が旋律をつくることができ，
みんなで喜び合った。
　続いて，つくった旋律からイメージを膨らませる活動
を行った。具体的にはつくった旋律を全員でリレー奏し
た後，子どもからリクエストのあったペアにもう一度演
奏してもらった。そして，全体にその旋律の印象を問う
た。すると「きれい」「静かな」「和風」「やさしい感じ」
などのおおまかなイメージの言葉が出てきた。このイ
メージは，都節音階から感受した言葉とそう変わらない
ことが分かる。また，ワークシートの欄が空白になって
いる児童が２１名（９０名中）おり，この段階では旋律を
つくったが，イメージをもつには至っていないことが分
かる。
　さらに，旋律からイメージを広げるために，「何が何を
しているような感じでしたか」と問うと，「桜がやさしく
散っていく様子」「水滴が池にポチャンと落ちる感じ」の
ように，イメージを膨らませることができた。
　以上より，［経験］では，音楽づくりの条件設定や技術
的な負担を軽減させる支援により，全員が楽しみながら
短時間で都節音階による旋律をつくることができ，満足
感を得ることができたといえる。
２．［分析］
　［分析］では，比較聴取を行い，旋律の音の動き方を知
覚・感受した。その後，［経験］の場面でつくった旋律や
そのイメージをもとに，より表したいイメージの旋律を
試行錯誤しながら更新していく活動へとつなげた。
　比較聴取では，音の動きのない旋律（旋律A）と，上
行＋下降の旋律（旋律B）の２つの旋律を提示した。表
２の授業記録をもとに，知覚・感受の深まりを検証する。
表２　授業記録　比較聴取の場面１
発言・様子
（旋律の知覚に関する内容は下線　　，感受に関する内容
は波線　　で示した。）釈 若錫
１Ｔ：２人でつくると，イメージが広がって楽しくなりま
した，とたくさんの人が書いていました。先生も旋
律を２つつくりました。AとBがあるので，聴き比
べて，イメージしたことや気づいたことをメモして
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫
いきましょう（２回聴かせる）。気づいたことや
イメージしたことを書きましょう。もう１回聴きた
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫
いですか。
２Ｃ：はい。（さらに２回聴く）
３Ｃ：気づいたこと感じたこと，どちらでもいいの。
釈 若錫錫錫錫錫
４Ｃ：どんなことを書きましたか。
５Ｃ：Ａは全部同じ音が続いている。
－９５－
音楽づくり授業における児童の音楽的思考の過程　－－知覚・感受の変容に着目して－－
　表２授業記録より，始めは，旋律AとBの違いに注目
して聴いた。旋律Aについては，「同じ音が続いている」
（５C）ということに気づいていた（旋律Aの知覚）。
さらに，「力強い」（１２C），「機械みたい」（１３C）という
ようなイメージをもった（旋律Aの感受）。
　続いて，旋律Bの知覚・感受について話し合う場面で
ある。表３　授業記録では，知覚・感受のまとまりから，
分節①〜③に分け，知覚・感受の深まる過程を検証する。
　分節①は，旋律の音の動き方の上行と下降についての
知覚・感受を話し合っている場面である。分節②は，旋
律がゆらゆら下降する部分と，まっすぐ下降する部分を
比較して，その感じの違いについて話し合っている場面
である。分節③は，ゆらゆらする音の動きについてイメー
ジが膨らんだ場面である。
　分節①では，音が上がっているという子どもの発言を
受けて，旋律A・Bの音高表を提示し，音の動き方を視
覚的に捉えられるようにした。そして，子どもの発言を
整理すると，以下のようなものが出てきた。
・上行する音の動き…「きれい」（２４C），だんだん迫力
がある（２５C），近づいてくる感じ（３２C）
・下降する音の動き…「迫力がなくなる」（３１C），日本
らしい感じ（３３C）
　分節②では，旋律Bの後半が，ゆらゆら下降する音型
＋まっすぐ下降する音型となっており，その違いについ
て知覚・感受している場面である。ゆらゆら下降する音
型をゆらゆら型とし，ゆらゆら型のイメージについて子
どもの発言を整理すると，以下のようなものが出てきた。
・ゆらゆら下降する動き…「変わり方がはげしい」（３７C），
「ふんわりしている感じ」（３９C），「なめらかな感じ」
（４２C）
　文節③では，ゆらゆら下降する動きについてのイメー
ジを指導者の問いによってイメージを膨らませる場面で
ある。「ゆらゆら型のところは，波にゆれている感じ。」
（４３C）の子どもの発言に対して，指導者が「何が波に
ゆれている感じ？」（４４T）と問うことにより，次のよう
にイメージを膨らませた。「自分が緩やかなところに浮い
６Ｔ：どうですか。
７Ｃ：全部同じ。
８Ｔ：旋律Aで気づいたことは他にもある？
９Ｃ：強くたたきすぎた。
１０Ｔ：かたい感じがしたのかな。
釈 若錫錫錫錫錫
１１Ｃ：Aは音がカラカラしていたように感じた。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
１２Ｃ：Aは力強い感じがした。
釈 若錫錫錫錫錫
１３Ｃ：Aは機械みたい。
釈 若錫錫錫錫錫
表３　授業記録　比較聴取の場面２
発言・様子
（旋律の知覚に関する内容には下線　　，感受に関す
る内容には波線　　で示した。）釈 若錫
１４Ｔ：Bは？
１５Ｃ：Aと違ってBはいろんな音があった。
１６Ｔ：どんな音があったでしょう。
１７Ｃ：高い音や低い音。
１８Ｃ：日本らしい音です。
１９Ｃ：いろんな音があって最初は低い音からだんだん
高くなって，階段みたいになっていた。
２０Ｔ：階段？そのように感じた人。
２１Ｃ：（数人手を挙げる）
２２Ｔ：先生が音の動き方をこのように表しました。（音
高表を提示する）Aはラララと同じ音が続いて
いますね。そうすると，カラカラとか，機械み
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
たいな感じとか，力強い感じがしますね。Bは
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
こっちが高くて，こっちが低いです。（歌う）ミ
ミファラシドドミ。だんだん高くなっていった
ときと，低くなっていったとき，カクカク降り
てきたときは，どんな感じがするのかな。ゆら
釈 若錫錫錫錫錫錫
ゆら下がっていくときはどんな感じがするのか
釈 若錫錫錫錫錫
聴いてみよう。
２３ＣＴ：（２回Bを聴く）どんな感じがしましたか。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
２４Ｃ：高くなるときは，きれい。
釈 若錫錫錫
２５Ｃ：だんだん迫力がある。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
２６Ｔ：（発表を）つなげて。
２７Ｃ：上がっているときは，ゆっくりになる。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫
２８Ｔ：高くなったときは？
２９Ｃ：上がっているとき，一つ一つ上がっている。
３０Ｔ：上がっているときは，どんな感じがしましたか。
釈 若錫錫錫錫錫
３１Ｃ：下がってくるとき，迫力がなくなる。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫
３２Ｃ：上がっていくとき，近づいてくるような。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
３３Ｃ：低くなっていくところが日本らしい感じ。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫
３４Ｃ：高くなるところで，さわやかな感じ。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫
３５Ｃ：低くなるところで，速くなる感じ。　※
釈 若錫錫錫錫錫錫
分　
節　
①
３６Ｔ：この低くなるところでも，階段状で降りてくる
ところとシュッと降りてくるところがあったと
思うけど，イメージできた人いる？
釈 若錫錫錫錫
３７Ｃ：階段状のところは，強弱があるというか変わり
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
方がはげしい。
釈 若錫錫錫錫錫錫
３８Ｔ：なんか変化している感じがする？
３９Ｃ：高くなったり低くなったりするところでふんわ
釈 若錫錫錫
りしている感じ。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫
４０Ｔ：ゆらゆらしているところは，ふんわりしている
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫
感じ。この音の動きをゆらゆら型とするね。
釈 若錫
４１Ｃ：高くなるところは，気分が上がる。低くなると
釈 若錫錫錫錫錫錫
ころは，気分が下がる。
釈 若錫錫錫錫錫錫
４２Ｃ：ゆらゆら型のところですけど，なめらかな感じ。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫
分　
節　
②
４３Ｃ：ゆらゆら型のところは波にゆれている感じ。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
４４Ｔ：何が波にゆれている感じ？
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
４５Ｃ：自分が緩やかなところに浮いていて，波にゆれ
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
る感じ。
釈 若錫錫錫
４６Ｃ：山に上がったり谷に落ちたりした感じ。
釈 若錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫錫
４７Ｃ：高くなったり低くなったりするのが，やさしい
釈 若錫錫錫錫
感じに。
釈 若錫錫錫
４８Ｔ：なるほど。音の動き方とイメージがどのように
釈 若錫錫錫錫
つながっているのかもう１回聴いてみよう。
分　
節　
③
－９６－
櫻　木　希実子，鉄　口　真理子
ていて，波にゆれる感じ。」（４５C），「山に上がったり谷
に落ちたりしたような感じ」（４６C）。
　このように，何度も聴き比べながら，次第に細部へと
視点を移し，音の動き方の質感を豊かに捉えていく様子
がみられた。
　さらに，［経験］でつくった旋律の音高表を用いて，音
の動き方を分析した（図１）。ワークシートには，「最初
上がっていて，最後下がっていく」と記述があり，音の
動き方について意識することができたことが分かる。
３．［再経験］
　［再経験］では，［経験］の場面でつくった旋律をもと
に，イメージや音の動き方を話し合い，旋律をつくりか
える活動を行った。ワークシートには，新たなイメージ
や，音高表に選んだ音を書き込み，音の動き方が視覚的
に捉えられるようにした。そして，ワークシートへの記
述や，子どもの演奏する様子を見取り，個の学びを広げ
る中間発表の場面を２つ設定した。
　１つは，音の動き方についての知覚・感受を深める中
間発表である。旋律やイメージをつくりかえていく活動
を始めたときには，どのようにイメージを膨らませれば
よいのかと戸惑うペアが多くあった。そのため，早い段
階で，イメージを広げ旋律の動きを工夫しているペアの
作品を取り上げ，紹介する場面を設定した。このことに
より，戸惑いをみせていたペアもイメージを膨らませな
がら，旋律の動きを工夫してつくる様子がみられた。E
ペアの作品（図２）を例に挙げると，音の動き方は，「前
半下降し，後半は次第に上行する」ようにし，この旋律
のイメージを「さくらがちったけど，ひらひらと風で飛
んでいる様子」としている。音の動き方とイメージを結
び付けながら，ストーリーを描きながら旋律づくりをし
ているようすが伺える。
　２つは，強弱や速さの工夫をしているペアを紹介する
中間発表である。全体の７割くらいのペアがイメージや
音の動き方を工夫してつくることができた頃合いをみて，
無意識的に「強弱」，「速さ」の工夫もしている２つのペ
アの作品を紹介した。すると，子どもたちは，より豊か
なイメージを伝えるために，音の動き方の他に強弱や速
度の工夫を加え，つくった旋律を発表する準備を進めて
いた。Eペアの作品を例に挙げると（図３），音の動き方
は「前半下降し，後半は次第に上行する」ようにし，旋
律のイメージを「さくらがちったけど，ひらひらと風で
飛んでいる様子」としている。音の動き方の他にも強弱
や速度の工夫も加え，豊かにイメージしながら音楽をつ
くっていることが分かる。
　このように［再経験］では，イメージ豊かに旋律の音
の動き方を工夫しているグループの作品を紹介する中間
発表の場面を設定することにより，イメージを参考とし
て取り入れるグループが見られ，豊かなイメージを膨ら
ませることにつながった。さらに，中間発表を設定し，
旋律の音の動き方に加え，強弱，速度の工夫を紹介する
ことにより，子どもたちがよりイメージを膨らませ，音
の動き方とその他の音楽の要素についても創意工夫を生
かして旋律づくりをすることができたことが分かる。
４．［評価］
　［評価］では，次の２つの活動を行った。
　１つ目は，つくった旋律を発表する活動である。発表
会では，旋律のイメージと音の動き方の特徴について説
明した後，旋律を演奏するよう促した。子どもたちは，
友達の発表を注意深く聴き，多くの感想を出し合った。
振り返りから発表会について書かれていたものを次に挙
げる。
　このように，振り返りには発表を通して，友達から賞
賛の言葉をもらってうれしかった気持ちや，友達の作品
の面白さにふれた喜びが，記されていた（下線部参照）。
図３　音の動き方，その他の要素についても工夫してつ
くったもの
図２　比較聴取で知覚感受したことを基につくったもの
図１　［経験］でつくった旋律の音の動き方を確認したもの
・いろいろなせんりつの音の動きがあっておもしろ
かった。友達の発言から自分が気づいていなかった
ことも気づけてよかった。
・今日はみんなで発表会をしたけど，みんないろいろ
なイメージができていてすごいと思った。その他に
みんな工夫していたことが出来ていていいなと思っ
た。
・すくない音ていでもちょっと工夫すれば，とてもい
い音楽にもなり，みんなひとりひとりのイメージが
豊かでとても楽しかったです。　　　　（下線は筆者）
－９７－
音楽づくり授業における児童の音楽的思考の過程　－－知覚・感受の変容に着目して－－
　２つ目の活動では，旋律についてのアセスメントを行
い，個別の評価を行った。アセスメントでは，旋律A・
Bを提示し（音高表は提示していない），音の動き方とイ
メージしたことについての記述を行った。
　知覚について，子どもの記述を見ると，旋律A「下がっ
て上がる」，旋律B「ぴょんぴょん」とあり，音の動き方
を的確に捉えられていない子どもも多くいた。このこと
から，アセスメントで提示した旋律は複雑で，評価のた
めには適切なものではなかったといえる。
　一方，感受については，AとBの違いを捉え，それぞ
れのイメージを膨らませて記述されていた。
　児童の振り返りには，次の内容の記述があった。
　振り返りから，子どもたちは，イメージを膨らませて，
旋律をつくることの面白さに気付いたことが分かる。
５．分析の結果
　［経験］の場面で都節音階による旋律をつくり，つくっ
た旋律について，「和風な感じ」という大まかなイメージ
をもつ（感受）。知覚については，都節音階やリズムの特
徴など特定の構成要素についてではなく音楽の全体的な
ものにとどまっているため，知覚と感受のつながりはな
い状態であると捉えることができる。
　［分析］の場面では，音の動きに注目させ，比較聴取を
行い知覚・感受を促した。このことにより，子どもたち
は音が上行する音の動きには高まっていくイメージ，下
降する音の動きには落ち着くイメージなど，音の動き方
とイメージを関連付けて捉えることができた。そして，
旋律の音の動きに注目し，イメージを豊かにもつことが
できたことが，発言やワークシートから読み取れた。
　［再経験］の場面では，旋律をつくりかえる活動を行っ
た。Eペアは「さくらがちったけど，ひらひらと風で飛
んでいる様子」（感受）をもとに，旋律の音の動き方を
「下降し，緩やかに上行するかたち」（知覚）に作り変え
た。このように旋律の音の動き方に注目し，［分析］の場
面で得た旋律の音の動き方について知覚・感受を生かし
て，イメージに合う旋律をつくる姿が見られた。
　さらに，子どもたちの作品を紹介する場面を設定する
ことにより，「夏の太陽がゆっくり上って速くなり，冬の
太陽がゆっくりしずむイメージ」（感受）へとイメージを
広げ，他の音楽の構成要素である強弱や速度の工夫を加
える（知覚）様子が作品から見て取れた。
　［評価］の場面において，指導者が「下降し上行する旋
律」を提示しアセスメントを行った。子どものワークシー
トからは，旋律の音の動き方を捉え（知覚），「牛が疲れ
たけれど，頑張って歩くイメージ」（感受）など，別の音
楽についてもこれまでに培ってきた旋律の音の動き方に
ついての知覚・感受を生かしている姿が見受けられた。
Ⅵ　結論と考察
　分析結果より，知覚・感受の変容に着目し，音楽づく
り授業における児童の音楽的思考の過程を図４のように
見出すことができた。それは単元を通して子どもの知覚・
感受が【表出→意識化→発揮→拡張→応用】へと変容し
ていくというものである。
　【知覚・感受の表出】１９）とは［経験］の場面でわらべう
たやつくった旋律について，音楽の要素に気付き（知覚），
おおまかなイメージをもつ（感受）が，知覚・感受のつ
ながりはない段階である。
　【知覚・感受の意識化】とは［分析］の場面で指導者の
提示する旋律から，音の動き方を知覚し，その質感を感
受する。この場面で，知覚と感受を関連付けて捉える段
階である。
　【知覚・感受の発揮】とは［再経験］の場面で分析で得
た旋律の音の動き方についての知覚・感受を生かして，
イメージに合う旋律の音の動き方の工夫をする段階であ
る。
　【知覚・感受の拡張】とは【知覚・感受の発揮】の後，
さらに膨らませたイメージに合うように，その他の要素
（強弱，速度など）の工夫を加える段階である。
　【知覚・感受の応用】とは［評価］の場面では，これま
でに培った旋律についての知覚・感受を生かし，別の音
楽を知覚・感受する段階である。
　単元構成［経験］［分析］［再経験］［評価］の中に，１
人で考える場面，ペア・グループで考える場面，全体で
交流する場面，成果を発表する場面を設定した。このよ
図４　生成の原理による単元構成における音楽的思考
・おもしろかったことは，せんりつを作る前にどんな
感じにするか決めたことです。決めることによって
自分が好きなせんりつができました。
・せんりつをきいて，イメージがすごくわくように
なった。いつもよりイメージするのが楽しいなと
思った。もっともっとイメージしたくなったような
気がする。
－９８－
櫻　木　希実子，鉄　口　真理子
うに，個の学びと集団の学びを循環させることにより，
旋律の音の動き方について知覚・感受を発展させ，音楽
的思考を深めることができた。
　以上より，子ども一人ひとりがイメージを基にして，
音楽をつくっていく活動は，各自の内的世界を生かした
表現を実現したと考えられる。子どもの姿から知覚・感
受をもとにイメージを音を媒体として表現していくよう
な「問題解決」の過程において，子ども一人ひとりが感
性を働かせ，知覚・感受を変容させながら音楽的思考を
深めていく様子が見て取れた。子どものイメージを扱う
音楽科特有の「問題解決」学習が，「自立した人間として，
主体的に判断し，多様な人々と協働しながら新たな価値
を創造する」子どもの育成につながると考えられる。そ
こには子どもの豊かな感性が働いていた。これからの変
化の激しい時代をしなやかに生きる子どもの豊かな感性
の育成することが，音楽科をはじめとする芸術科が担う
役割の一つと考えられる。
　音楽的思考は，それぞれ個の内部世界に起こるもので
ある。音楽的思考の過程を追うには個人の表現過程を追
う必要がある。さらに，教師の支援の在り方によって音
楽的思考をいかに高めることができるか，検討する必要
がある。これらは今後の課題としたい。
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